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はしかき

この講究録は,1986年 11月 27日 (木)から 29日 (土)まて京都大学

数理解析研究所において行われた共同研究集会 rスーハーコンヒュN・・…tFタの feめの

数値計算アルゴリズム』の講演記録てある この研究集会ては他に

爲居達生 単位円周上のヒノト反転列を標本点とする:補間法の安定性

の講演かあった

研究代表者 東京大学 伊理正夫
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